
実験・調査タイトル

【次回の予定】

晴れ

市販の食酢中の酢酸の濃度を水酸化ナトリウムを用いた中和滴定によって求めたいが、
水酸化ナトリウムは潮解性があり、決まったモル濃度の溶液を調整する事が難しいため、
まず作成した水酸化ナトリウム水溶液の濃度を求める必要がある。

実験No.
【実験・調査の結果・考察】

令和 　６年　 ６　月　1３　日　（ 火  ） 天気 気温　　　　21    　℃

1 水酸化ナトリウムの濃度

　  実験時間　　16：00～18:00 湿度　　　  72    　％

【目的】

【使用器具・試薬】

【実験・調査手順】

器具等 メスフラスコ(100mL)，ビュレット及びビュレット台，電子天秤，薬さじ，ろうと，

コニカルビーカー(100mL－ 4)，ホールピペット(10mL－4)，ビーカー(100mL，300mL)，

安全ピペッター

薬品等 ＮａＯＨ(固)，0.0500mol/L－Ｈ２Ｃ２Ｏ４標準溶液，フェノールフタレイン溶液，市販の食酢，

精製水




